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  異常と感じたら、下記のリストに従って点検してください。トラブルが解消しない場合は、当社まで問合せしてください。 

 

 
 ・流体はポンプ外へ排出してください。残留した流体を除去し、純水・エアなどで十分置換した上で作業してください。 

  ・製品の分解はしないでください。内部に残留した薬液などが飛散する可能性があります。 

 

・リード線接続不良 ・配線のチェック

・電気系統の不具合 ・電気系統のチェック

・IN側（吸込側）またはOUT側（吐出側）が閉じているか ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）配管の見直し、絞りの除去

  抵抗が大きい

・ボディ内部異常 ・ポンプ交換

・ダイヤフラム破損 ・ポンプ交換

・コイル内部の断線 ・ポンプ交換

・配管の詰まり ・洗浄または配管交換

・IN側（吸込側）のシール不良 ・配管部のシールチェック

・IN側（吸込側）からのエアの流入 ・IN側（吸込側）配管のチェック

・IN側（吸込側）のフィルタの目詰まり ・フィルタの洗浄または交換

・チェック弁の異物噛み込み ・IN側（吸込側）にフィルタを設置

・チェック弁の固着、詰まり ・洗浄

・IN側（吸込側）の吸上げ高さが過大 ・IN側（吸込側）の吸上げ高さの変更

・流体の粘性が過大 ・不適合

・チェック弁の破損、磨耗 ・ポンプ交換

・ダイヤフラム、チェック弁の膨潤、収縮、劣化 ・ポンプ交換、接流体部材質の適合性チェック

・ダイヤフラムの破損 ・ポンプ交換

・配管の詰まり ・洗浄または配管交換

・チェック弁の異物噛み込み ・IN側（吸込側）にフィルタを設置

・チェック弁の固着、詰まり ・洗浄

・ダイヤフラム、チェック弁の膨潤、収縮、劣化 ・ポンプ交換、接流体部材質の適合性チェック

・吐出量調整ねじの調整不足 ・吐出量の再調整

・流体の粘性が過大 ・不適合

・作動頻度が大きい ・最大作動頻度以下に設定

・配管口径が小さい ・配管口径のサイズ変更

・IN側（吸込側）フィルタの目詰まり ・フィルタの洗浄または交換

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さが過大 ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さの変更

・周囲温度が高い ・周囲温度を下げる

・連続作動によるコイル温度上昇 ・最小ON時間200msecにてOFF時間を長くし、作動頻度を下げる

・ファンの取付け等の放熱対策の実施

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）からのエアの流入 ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）配管のチェック

・配管、ポンプ室内に気泡が残留している ・配管、ポンプ室内の気泡抜きを行う

・配管、ポンプ室内で流体中の溶存気体が気化 ・脱気した流体を使用する

・電源電圧の低下 ・電源のチェック

・チェック弁の異物噛み込み ・IN側（吸込側）にフィルタを設置

・チェック弁の固着、詰まり ・洗浄

・ダイヤフラム、チェック弁の膨潤、収縮、劣化 ・ポンプ交換、接流体部材質の適合性チェック

2)ポンプは作動する
   が吐出しない

1)電源供給しても作動しない

3)吐出量不足

対策対策対策対策現象現象現象現象 推定原因推定原因推定原因推定原因

吸込まない

吸込むが吐出しない

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■故障の■故障の■故障の■故障の対策対策対策対策    
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・吐出量調整ねじのロックナットが緩んでいる ・ロックナットを規定のトルク（0.6～0.8Ｎ・m）で締付ける

・流体の粘性が過大 ・不適合

・作動頻度が大きい ・最大作動頻度以下に設定

・配管口径が小さい/大きい ・配管口径またはノズル径のサイズ変更

・周囲、流体温度変化が大きい ・周囲、流体温度を安定させる

・連続作動によるコイル温度上昇 ・最小ON時間200msecにてOFF時間を長くし、作動頻度を下げる

・ファンの取付け等の放熱対策の実施

・IN側（吸込側）タンク液面位置がポンプより高い ・IN側（吸込側）タンク液面位置はポンプより低い位置へ変更

・OUT側（吐出側）チューブ先端位置がタンク液面より低い ・OUT側（吐出側）チューブ先端位置がタンク液面より高い位置へ変更

・IN側（吸込側）タンク液面位置の変動が大きい ・IN側（吸込側）タンク液面位置の変動を小さくする

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さが過大 ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さの変更

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さの変動が大きい ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）の吸上げ、吐出高さを安定させる

・配管、ポンプ室内に気泡が残留している ・配管、ポンプ室内の気泡抜きを行う

・配管、ポンプ室内で流体中の溶存気体が気化 ・脱気した流体を使用する

・配管材質が軟質系のチューブを使用 ・配管材質を硬質系のチューブに変更

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）からのエアの流入 ・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）配管のチェック

・IN側（吸込側）・OUT側（吐出側）のシール不良 ・配管部のシールチェック

・電源電圧の変動が大きい ・電源電圧を安定させる

・チェック弁の異物噛み込み ・IN側（吸込側）にフィルタを設置

・チェック弁の固着、詰まり ・洗浄

・ダイヤフラム、チェック弁の膨潤、収縮、劣化 ・ポンプ交換、接流体部材質の適合性チェック

・IN側（吸込側）フィルタの目詰まり ・フィルタの洗浄または交換

・IN側（吸込側）からのエアの流入 ・IN側（吸込側）配管のチェック

・配管、ポンプ室内で流体中の溶存気体が気化 ・脱気した流体を使用する

・IN側（吸込側）またはOUT側（吐出側）のシール不良 ・配管部のシールチェック

・ダイヤフラムの破損 ・ポンプ交換

・ボディ配管部のシール不良 ・再締付け、配管部のシールチェック

・ダイヤフラム破損 ・ポンプ交換

・ダイヤフラム、チェック弁の膨潤、収縮、劣化 ・ポンプ交換、接流体部材質の適合性チェック

4）吐出量が安定しない

5)OUT側（吐出側）から多量の気泡発生

6)外部へ流体が流出

現象現象現象現象 推定原因推定原因推定原因推定原因 対策対策対策対策

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂履歴 

A：注記、注意事項追加 

B：チューブ差込形追加、注記、注意事項追加 
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